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2023年 6月 8日 

各   位 

 
東 京 都 港 区 芝 浦 三 丁 目 1 番 1 号 

  安 田 倉 庫 株 式 会 社 
代表者名  代表取締役社長  藤井  信行 
（ コード番 号 ： 9 3 2 4  東 証 プライム ） 
問合わせ先 常務執行役員業務部長 青木 健太  
 （  TEL .  03  －  3 452  －  7 311  ） 

 

 

新会社設立及び事業譲受に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、シンガポール及びインドにおける新会社設立と、シンガポールで主

にフォワーディング業を営むWorldgate Express Lines Pte Ltd(以下、「WGS」)、インドで主にフォワーディング業

を営むWorldgate Express Lines International Pvt Ltd(以下、「WGI」)との間で、WＧS、WGIが保有する全ての営

業権の譲受を決議し、WGS、WGIとの間で事業譲受に関する契約（事業譲渡契約）を2023年6月8日付で締結

いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本件は、東京証券取引所の規則に定める適時開示には該当いたしませんが、有用な情報と判断した

ため、任意開示するものであります。そのため、開示事項の項目・内容を一部省略しております。 

 

記 

 

 １．新会社設立及び事業譲受の理由 

当社グループは、2030 年のあるべき姿としての「長期ビジョン 2030」と、長期ビジョンを実現するための

計画として中期経営計画「変わらず、変える。YASDA Next Challenge 2024」を策定し、更なる成長に向け

た事業体制の構築を目指しております。物流事業においては「付加価値の高いサービスの提供に向けた

ソリューションの強化とネットワークの拡充」を基本戦略に、輸配送ネットワークを国外へ拡大する取り組み

を進めております。 

このたび当社は、アジア地域への新たな輸配送ネットワークの構築をはかるべく、アジアの主要な貿易

港を有するシンガポールと、世界最大規模の人口を有し経済発展が見込まれるインドに新会社を設立し、

WGS とWGI より全ての営業権を譲り受けることを決定いたしました。 

シンガポール、インドに設立予定の新会社が全ての営業権を譲り受ける WGS 及び WGI は、それぞれ

シンガポールで 30 年以上、インドで 20 年以上にわたりフォワーディング業を営む物流会社であり、シン

ガポールに 1 拠点、インドに 11 拠点を有し幅広い物流サービスを提供し、安定的な業績を維持しており

ます。 

日本、中国、ベトナム、インドネシアの拠点を中心に展開する当社グループのフォワーディング事業に、

WGS、WGI より譲り受けたシンガポール、インドを中心とした物流ネットワークが加わることで生まれるシナ

ジーにより、海外・国際物流のサービスメニューの更なる拡充が見込まれると判断し、今般の事業譲渡契

約の締結にいたりました。 
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２．新たに設立予定の子会社の概要 

【シンガポール】 

（１） 名 称 ( 予 定 ) Yasuda Logistics Singapore Pte. Ltd. 

（２） 所 在 地 3 Shenton Way, #25-01 Shenton House, Singapore 068805 

（３） 代 表 者 未定 

（４） 設 立 年 月 日 2023年 6月(予定) 

（５） 事 業 内 容 フォワーディング業 

（６） 資 本 金 1,000千シンガポールドル (約 102百万円) 

（７） 出 資 比 率 安田倉庫株式会社 100% 

（８） 
上 場 会 社 と 

当該会社 との関係 

資本関係 当社 100%出資の子会社として設立予定です。 

人的関係 当社役職員が当該子会社の取締役に就任予定です。 

取引関係 営業開始前の為、該当事項はありません。 

 （注）認可・登記手続きの状況によって会社設立時期に変動の可能性があります。 

 

【インド】 

（１） 名 称 ( 予 定 ) Yasuda Logistics India Pvt. Ltd. 

（２） 所 在 地 
" Dev Regency ", New No.111, II Floor, Phase I, Dr. Radhakrishnan 

Salai, Mylapore, Chennai - 600 004. India 

（３） 代 表 者 未定 

（４） 設 立 年 月 日 2023年 8月(予定) 

（５） 事 業 内 容 フォワーディング業/コンテナによる混載輸送事業/倉庫業 

（６） 資 本 金 100千インドルピー (約 168千円) 

（７） 出 資 比 率 
安田倉庫株式会社                    99 % 

芙蓉エアカーゴ株式会社 （当社 100%子会社）    1% 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 と の 関 係 

資本関係 当社グループ 100%出資の子会社として設立予定です。 

人的関係 当社役職員が当該子会社の取締役に就任予定です。 

取引関係 営業開始前の為、該当事項はありません。 

 （注）認可・登記手続きの状況によって会社設立時期に変動の可能性があります。 

 

３．事業譲受の概要 

 （１）譲り受ける事業内容 

相 手 先 WGS WGI 

事 業 内 容 
シンガポールにおける 

フォワーディング業 

インドにおけるフォワーディング業、 

コンテナによる混載輸送事業、倉庫業 

売 上 高 

（2022 年 3 月期） 

12,751千シンガポールドル 

（約 1,307百万円） 

1,074百万インドルピー 

（約 1,804百万円） 

経 常 利 益 

（2022 年 3 月期） 

1,125千シンガポールドル 

（約 115百万円） 

36百万インドルピー 

（約 60百万円） 

   ※譲受対象事業の資産、負債、譲受価額及びその決済方法については相手方との守秘義務により開示を 

差し控えております。譲受価額については外部専門家による株式価値評価（ＤＣＦ法等の手法によるもの） 

を参考に当社内で検討し、相手方との交渉を経て決定いたしました。 
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 （２）相手先の概要(2022年 3月期時点) 

【WGS（シンガポール）】 

（１）名 称 Worldgate Express Lines Pte Ltd 

（２）所 在 地 3 Shenton Way, #25-01 Shenton House,Singapore 068805 
（３）代 表 者 Lim Chong Beng Ivan 

（４）設 立 1990年 1月 

（５）主 な事 業 内 容 フォワーディング業 
（６）資 本 金 1,000千シンガポールドル (約 102百万円) 

（７）純    資    産 3,256千シンガポールドル (約 333百万円) 

（８）総    資    産 5,550千シンガポールドル (約 569百万円) 

（９）株 主 シンガポール個人株主 2名 

（１０） 
上場会社と当該 

会社の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ 

の該当状況 
当社の関連当事者には該当しません。 

 

【WGI（インド）】 

（１）名 称 Worldgate Express Lines International Pvt Ltd 

（２）所 在 地 " Dev Regency ", New No.111, II Floor, Phase I, Dr. Radhakrishnan Salai, 

Mylapore, Chennai - 600 004. India 
（３）代 表 者 Lim Chong Beng Ivan 

（４）設 立 1999年 8月 

（５）主 な事 業 内 容 フォワーディング業/コンテナによる混載輸送事業/倉庫業 
（６）資 本 金 5百万インドルピー (約 8百万円) 

（７）純    資    産 164百万インドルピー (約 276百万円) 

（８）総    資    産 244百万インドルピー (約 411百万円) 

（９）株 主 シンガポール個人株主 2名 

（１０） 
上場会社と当該 

会社の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ 

の該当状況 
当社の関連当事者には該当しません。 
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（３）日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2023年 6月 8日 

（２） 契 約 締 結 日 2023年 6月 8日 

（３） 事 業 譲 受 期 日 

WGS：2023年 9月 30日までに Yasuda Logistics Singapore Pte. Ltd. 

    が全ての営業権を譲受予定。 

WGI：2023年 12月 31日までに Yasuda Logistics India Pvt. Ltd. が全 

ての営業権を譲受予定。 

 

４．今後の見通し 

本件による今後の連結業績に与える影響につきましては、軽微であると見込んでおりますが、今後、本

件に関して開示すべき事項が生じた場合は速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（2023年 5月 8日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2024年 3月期） 
68,000百万円 2,600百万円 3,500百万円 2,150百万円 

前期連結実績 

（2023年 3月期） 
59,756百万円 2,534百万円 3,776百万円 2,245百万円 

 


